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火災の煙や熱を感知して、警報音等が鳴ること

で、大災の発生をいち早く知ら

住宅用火災警報器です。火災

せてくれる機器が

の早期発見により、速やかな避

難・通報・消火ができ、被害軽減

に繋がります。
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東京消防庁管内では大災予防条例により、

住宅用火災警報器を住宅のすべての居室 (居間・

ダイエング・子供部屋 0寝室等)、 台所、階段に

設置することが義務付けられています。
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設置から10年が過ぎたものは、電子部品の劣

化等による故障や電池切れ等により火災を感知

できなくなる恐れがあります。

設置から10年を目安に本体の交換をしましょう。

設置年月が分からな
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い時は、内部に記載さ検

ている製造年月からお

月 日 およその設置時期を推

測しましょう。
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下記のイラストのように作動確認することが

できます。

正常に作動する場合は、正常を知らせる音声

や警報音が鳴ります。音声等が流れない場合は

電池切れか、故障が考えられます。

本体にホコリがつくと火災を感知し難くなりま

す。汚れが目立つたら乾いた布でふき取りましょ

う。台所に取り付けたことに

よつて、油や煙による汚ねが

あるものは、布に家庭用中性

洗剤を浸し、十分絞ってから

ふき取つてください。
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10年を目安に本体交換を

定期的に点検

鼈
東京消防庁公式ホームページでも

詳しく解説しています。

詳しくは東京消防庁ホームベージヘ

東京消防 ホームベージや

東京消防庁公式アプリヘは

こちらからアクセスできます。
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E方署 03‐3988‐0119

長崎出張1所 03‐3955“0119

呂松出張所 03‐3959-0119


